
（重点１）学力の向上

「学ぶ楽しさ、分かった・できた喜び」を感じられる授業の実践

○　朝学習、家庭学習の充実およびタブレット端末を活用した基礎的な知識・

技能の定着

〇　東京ベーシックドリル、全国学力学習状況調査過去問の取組

○「図書館を使った調べる学習コンクール」を活用した情報活用能力の育成

○　教科担任制（高学年）の拡充による授業のさらなる充実

（重点２）豊かな心・人間性の育成

　　　　自他の命を大切にする心情を育む教育の充実

○　道徳授業のさらなる充実

○　温かいかかわりや自主性を育む教育の充実

　・　あいさつ運動（月１回）

〇　児童会活動による各種取組

その他の取組

今年度の重点的取組

令和５年度　学校経営計画

令和5年4月1日

清瀬市立清瀬第十小学校

校長　　鈴木　竜二

教育目標
児童にとって明るく、楽しく、安心できる学校

教職員にとって、明るく、楽しく指導が行える学校

保護者・地域と連携し、信頼される学校

豊かに感じ、よく考える子ども（重点）

友達の良さが分かり、助け合う子ども

心身をきたえ、明るく生きていく子ども

目指す学校像

育成すべき資質・能力
　　　他者とのかかわりを通して自己を見つめ、よりよく問題を解決できる力（協働問題解決能力）

　○基礎的な力（言語、数量、情報スキル）　　　　○他者と共に考える力（協働問題解決力、メタ認知）

　　○他者と共生できる力（人間関係形成力）　　　　○社会の中で実践する力（社会参画力、自律的活動力）

外部人材の活用

〇　コミュニティスクール設置に向けた準備

○　ピュアシルクによる蚕の学習（３年生）

○　赤ちゃんの力プロジェクト（６年生）

○　認知症サポーター養成講座（４年生）

○　清瀬特別支援学校との副籍交流

○　保育園・幼稚園との交流

○　松竹梅＋科学の力向上P（５年生）

〇　石田波郷俳句大会出前授業(全学年)

〇　特別支援学級開設準備および児

　童・保護者への啓発

○　特別支援教室「きらり」を活用

　した個に応じた指導の充実

○　関係諸機関との連携

　とことこ、教育相談室、就学相談等

○　基本的な生活習慣の定着

　・早寝、早起き、朝ごはん

○　体力テストの結果に基づく

　体育的活動の実施

　・体力テスト結果を踏まえた

　　体力向上旬間の見直し

その他

○　教育相談の充実

○　各種コンクール等への参加

○　教職員の働き方改革の推進

〇　服務事故防止に向けた意識

の向上

体力の向上 特別支援教育の充実


